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数
年
ぶ
り
の
大
雪
と
な
っ
た
寒
い

冬
が
終
わ
り
、
よ
う
や
く
暖
か
な
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
先
月
十
一
日
午
後
に
東
北
関
東

大
震
災
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が

で
ま
し
た
。
春
を
待
ち
わ
び
る
ワ
ク
ワ

ク
す
る
よ
う
な
う
れ
し
い
気
持
ち
が
、

一
転
し
て
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
地
域
の
皆

様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

巡
り
来
る
季
節
は
大
自
然
の
一
部

分
で
あ
り
、
地
震
と
い
う
災
害
も
同

様
に
自
然
の
一
部
分
で
あ
り
ま
す
。
自

然
の
営
み
と
い
う
の
は
人
間
に
と
っ
て

良
い
面
と
悪
い
面
の
両
方
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
と
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　　

か
つ
て
五
箇
山
の
中
学
校
へ
教
員

と
し
て
赴
任
し
て
い
た
と
き
、
寄
宿
舎

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
山
間
の
冬
の
夜

は
静
か
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
降
り

積
も
る
雪
に
耐
え
き
れ
ず
、
木
々
の

折
れ
る
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
寂

し
い
よ
う
な
悲
し
い
よ
う
な
、
そ
れ
は

神
々
の
降
臨
で
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

し
た
。
学
校
で
は
ど
ん
ど
ん
と
積
も
る

雪
を
子
供
た
ち
と
グ
ラ
ン
ド
の
真
中

で
計
測
し
ま
し
た
。
す
る
と
五
メ
ー
ト

ル
近
く
も
あ
り
ま
し
た
。
待
ち
わ
び

た
春
に
は
、
里
か
ら
バ
ス
が
登
っ
て
き

て
、
久
し
振
り
の
バ
ス
に
子
供
た
ち
が

喜
び
、
後
を
追
い
か
け
て
行
く
姿
を

見
る
と
、
ま
た
春
が
や
っ
て
来
た
、
と

思
っ
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
自
分
自

身
の
中
で
は
、
小
学
生
の
頃
、
先
生
が

「
春
が
来
た
」
と
い
う
歌
を
オ
ル
ガ
ン

で
弾
い
て
、
友
達
と
一
緒
に
歌
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
歌
は
今
で

も
無
意
識
に
口
ず
さ
ん
で
し
ま
い
ま

す
。

　

春
が
訪
れ
る
と
動
物
・
昆
虫
・
植
物

な
ど
が
子
孫
繁
栄
・
種
の
継
承
の
た
め

に
一
斉
に
活
動
し
始
め
ま
す
。
そ
の
一

生
懸
命
な
姿
を
見
る
に
つ
け
、
我
々
人

間
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
し

ま
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
最
優
先
す

る
個
人
主
義
の
社
会
と
な
り
、
そ
の

結
果
、
共
同
体
意
識
が
欠
如
し
た
世

の
中
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
全
体
で

担
っ
て
き
た
子
育
て
が
出
来
な
く
な

り
、
出
生
率
も
低
下
し
て
未
来
の
担
い

手
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
が
進
化
し
た
社
会
と
い
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
祖
先
は
、
自
然
の
中
に

神
々
が
住
ん
で
い
る
と
信
じ
て
生
活
し

て
き
ま
し
た
。
山
の
神
・
水
の
神
・
風

の
神
・
木
の
神
・
田
の
神
な
ど
八
百
万

神
の
存
在
を
常
に
意
識
し
て
、
廻
り

来
る
季
節
に
応
じ
て
野
山
に
出
か
け
、

神
々
の
恩
恵
を
う
け
て
、
そ
の
恵
み
に

感
謝
を
捧
げ
ま
し
た
。
季
節
ご
と
に

す
る
べ
き
仕
事
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
一
生
懸
命
に
こ
な
す
こ
と
が
神
々

（
自
然
）
に
報
い
る
方
法
で
も
あ
り
ま

し
た
。
現
代
に
生
き
る
人
た
ち
に
「
自

然
＝
神
様
」
と
い
う
と
、「
ナ
ン
セ
ン

ス
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
そ
う
で

す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
混
乱

し
た
今
の
世
の
中
に
あ
っ
て
、
生
き
る

手
段
、
命
を
継
承
し
て
い
く
方
法
を

も
う
一
度
見
直
す
時
期
に
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
祖
先
が

歩
ん
だ
道
を
辿
り
、
そ
の
心
情
を
汲

み
取
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

三
月
の
初
め
に
山
里
の
春
祭
り
へ

行
く
と
、
家
々
の
周
辺
は
雪
で
埋
も

れ
て
い
ま
す
。
氏
子
の
人
た
ち
は
南
風

（
春
一
番
）
が
吹
く
と
早
く
消
雪
さ
れ

る
の
で
風
の
神
に
雪
解
け
を
祈
り
ま

す
。
ま
た
、
山
の
斜
面
に
残
る
雪
の
姿

形
を
見
て
農
作
物
の
豊
作
を
占
う
な

ど
、
雪
国
の
山
里
特
有
の
自
然
神
に

対
す
る
祈
り
が
あ
り
ま
す
。
現
代
社

会
か
ら
見
れ
ば
、
非
科
学
的
な
こ
と

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
科

学
で
は
判
断
で
き
な
い
、
信
仰
に
裏
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
自
然
の
一
部
で
す
。
科
学
万

能
と
い
う
考
え
方
は
そ
の
通
り
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
の
思
い
の
ま
ま

に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
信

仰
」
と
い
う
精
神
性
と
「
科
学
」
と
い

う
実
証
性
の
両
方
と
が
相
ま
っ
て
、
よ

り
良
い
社
会
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
ま
す
。
進
ん
だ
社
会
の
中
に
あ
っ

て
も
、
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
敏
感

に
感
じ
取
り
、
そ
の
中
に
神
々
を
見

出
せ
る
よ
う
な
豊
か
な
心
を
育
ん
で
、

日
々
、
報
恩
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
な

が
ら
生
活
し
た
い
も
の
で
す
。
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﹁
伊
勢
神
宮
の
能
舞
台
に
出
演
し
て
﹂

玉
井
紀
一

　

私
が
謡
曲
に
出
会
っ
た
の
は
、
約

五
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三

十
五
年
、
入
社
式
に
お
け
る
社
長
訓

示
の
一
つ
に
「
一
生
楽
し
め
る
趣
味

を
持
つ
こ
と
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

新
入
社
員
と
し
て
配
属
さ
れ
た
職
場

は
高
岡
市
内
に
あ
り
、
そ
の
職
場
の

先
輩
（
宝
生
流
の
謡
の
先
生
・
・
・

ノ
ン
プ
ロ
）
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
。
職
場
の
異
動
に
伴
い
謡
の
先
生

は
何
人
も
変
更
と
な
る
が
、
同
じ
宝

生
流
の
た
め
違
和
感
は
な
か
っ
た
。

　

あ
る
程
度
そ
れ
な
り
に
謡
え
る
よ

う
に
な
る
と
、
欲
が
出
て
き
て
、
謡

の
先
生
の
勧
め
も
あ
り
、
プ
ロ
の
先

生
に
稽
古
を
つ
け
て
頂
く
こ
と
に
な

る
。
昭
和
四
十
一
年
か
ら
宝
生
流
シ

テ
方
・
大
坪
十
喜
雄
師
（
喜
雲
会
主

宰
、
南
砺
市
福
野
出
身
、
東
京
都
在

住
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
、
平

成
五
年
一
月
逝
去
、
享
年
八
十
四
歳
）

に
師
事
。
昭
和
五
十
四
年
十
月
か
ら

宝
生
流
シ
テ
方
・
大
坪
喜
美
雄
師（
喜

扇
会
主
宰
、
横
浜
市
在
住
、
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
、
大
坪
十
喜
雄
師

の
養
嗣
子
）
に
師
事
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

　

丁
度
一
年
前
の
平
成
二
十
二
年
四

月
八
日
（
木
）
高
瀬
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
髙
瀨
神
社
境
内
清

掃
奉
仕
・
金
婚
奉
告
祭
・
高
瀬
高
齢

者
教
室
に
参
加
し
た
。
祭
典
終
了
後

の
講
話
の
中
で
、
藤
井
秀
弘
宮
司
よ

り
本
殿
に
飾
っ
て
あ
る
、
伊
勢
神
宮

の
宇
治
橋
の
欄
干
（
架
け
替
え
に
伴

い
撤
去
さ
れ
た
部
材
）
の
一
部
（
丸

太
）
に
つ
い
て
、
お
話
し
が
あ
っ
た
。

伊
勢
神
宮
の
大
宮
司
よ
り
藤
井
宮
司

が
種
々
の
功
に
よ
り
賜
っ
た
も
の
で

あ
る
と
、
私
は
感
激
し
て
聞
い
て
い

た
。
そ
し
て
、
も
し
私
が
大
宮
司
に

お
会
い
す
る
事
が
あ
っ
た
ら
、
こ
の

感
激
を
申
し
上
げ
よ
う
と
、
密
か
に

思
っ
て
い
た
。

　

式
年
遷
宮
記
念
、
喜
雲
会
・
喜
扇

会
大
会
が
平
成
二
十
二
年
五
月
十
一

日
（
火
）、
伊
勢
神
宮
内
宮
の
参
集

殿
能
舞
台
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
富

山
県
連
合
喜
扇
会
（
高
桑
哲
夫
会
長
）

の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
バ
ス
二

台
で
八
十
名
余
り
が
参
加
（
全
国
各

地
か
ら
約
二
百
名
参
加
）。
参
集
殿

の
場
所
に
つ
い
て
は
、
藤
井
秀
嗣
権

宮
司
よ
り
事
前
に
地
図
を
頂
戴
し
て

い
た
の
で
、
随
分
と
助
か
っ
た
。
新

し
く
架
け
替
え
ら
れ
た
立
派
な
宇
治

橋
を
渡
り
、
参
集
殿
へ
と
向
っ
た
。

能
舞
台
と
見
所
と
の
間
は
、
玉
砂
利

が
敷
い
て
あ
り
趣
が
感
じ
ら
れ
た
。

私
が
出
演
し
た
番
組
と
、
大
宮
司
が

出
演
さ
れ
た
番
組
は
次
の
と
お
り
。

素
謡

　

十
德
会
は
大
坪
師
が
指
導
さ
れ
て

い
る
。

　

鷹
司
大
宮
司
の
出
番
は
、
私
の
二

番
後
だ
っ
た
の
で
、
ご
挨
拶
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
私
の
出
番
の
数
番
前
と
判

断
し
、
大
坪
師
に
紹
介
し
て
頂
い
た
。

大
坪
師
か
ら
は
、
確
か
「
私
の
弟
子

で
富
山
の
玉
井
だ
」
と
紹
介
さ
れ
た

よ
う
に
思
う
。
私
は
、
本
大
会
参
加

の
お
礼
、
越
中
一
の
宮
髙
瀨
神
社
を

口
に
し
、
藤
井
宮
司
が
賜
っ
た
宇
治

橋
欄
干
の
丸
太
を
話
題
に
お
話
し
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
思
っ
て
い
る
こ

と
の
半
分
も
言
え
な
か
っ
た
が
、
藤

井
宮
司
に
つ
い
て
親
し
み
を
込
め
懐

か
し
そ
う
に
話
し
を
し
て
頂
い
た
。

大
宮
司
は
気
さ
く
な
方
と
、
お
見
受

け
し
た
。

　

素
謡
・
満
仲
の
出
演
は
無
事
終
り
、

富
山
か
ら
の
参
加
者
全
員
ま
と
ま
っ

て
、
内
宮
正
式
参
拝
し
て
来
た
。

　

今
回
の
伊
勢
神
宮
能
舞
台
出
演

は
、
鷹
司
大
宮
司
に
お
会
い
で
き
た

こ
と
で
、
大
変
思
い
出
深
い
も
の
と

な
っ
た
。

す
う
た
い

ま
ん
じ
ゅ
う

　
　
　

玉
井
紀
一

満　

仲　
前
田
長
孝　

西
井
元
吉

　
　

地　

桶
谷
安
宏　

竹
内
敬
俊　

渋
谷
幸
照

　
　
　
　

田
中
正
則　

川
原
善
夫　

高
桑
哲
夫

　
　
　
　

可
西
正
親　

島
田　

徹　

砂
田
一
夫

　
　
　
　

川
田
義
昭　

山
本
磯
明　

平
田
悦
春

十
徳
会

　
　
　

保
科
正
興

鶴　

亀　
　
　
　
　
　

上
杉
邦
憲

　
　

地 　

保
科
雅
子　

鷹
司
尚
武

　
　
　
　

松
平
智
子　

松
平
頼
武

　
　
　
　

大
坪
和
子　

徳
川
恒
孝

　
　
　
　

松
平
豊
子　

前
田
利
祐

　
　
　
　

鷹
司
久
美
子　

松
平
宗
紀

　
　
　
　

上
杉
紀
美
子

寄
稿
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祈
年
祭

鎮
火
祭

紀
元
節
祭

祭　

事　

暦

　

去
る
二
月
三
日
、
氏
子
・
崇
敬
者

約
五
十
名
の
参
列
の
も
と
「
節
分
祭
」

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
詞
奏
上
に
つ
づ
き
神
楽
「
剣
の

舞
」
が
奉
奏
さ
れ
、
宮
司
以
下
神
職
・

巫
女
が
福
桝
を
手
に
「
福
は
内
、
鬼

は
外
」
の
掛
け
声
で
豆
を
撒
き
ま
し

た
。

　

ま
た
本
年
も
祭
典
に
先
立
ち
、
巫

女
二
名
が
「
高
瀬
保
育
所
」
に
出
向

き
、
園
児
に
「
福
豆
」
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

去
る
二
月
十
一
日
、「
紀
元
節
祭
」

が
斎
行
さ
れ
、
神
武
天
皇
の
御
威
徳

を
讃
え
、
日
本
の
建
国
を
祝
い
、
更

な
る
隆
昌
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

宮
司
祝
詞
奏
上
の
後
、
頌
歌
「
紀

元
節
」
を
奉
唱

し
、
福
野
松
風
会

（
山
口
尚
岳
会
長
）

会
員
二
十
二
名
に

よ
る
吟
詠
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

（
奉
納
曲
）

・
御
本
社

「
山
居
」（
藤
原
惺
窩
）

「
戊
子
の
夏
諸
生
と
月
を
見
て
偶
成
る
」

（
中
江
藤
樹
）

「
蛍
を
観
る
」（
大
槻
磐
溪
）

「
夏
初
桜
祠
に
遊
ぶ
」（
廣
瀨
旭
荘
）

「
夏
日
偶
成
」（
三
浦
英
蘭
）

「
初
夏
」（
司
馬
光
）

「
紅
葉
館
に
て
饗
飲
席
上
率
に
賦
す
」

（
國
分
青
厓
）

・
功
霊
殿

「
海
南
行
」（
細
川
頼
之
）

「
夏
の
夜
」（
江
馬
細
香
）

　

去
る
二
月
十
七
日
、「
祈
年
祭
」

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
司
の
祝
詞
奏
上
、
巫
女
に
よ
る

「
浦
安
の
舞
」
に
つ
づ
き
、
本
年
も

岳
風
流
井
波
松
風
会
（
小
橋
外
喜
雄

代
表
）
会
員
八
名
に
よ
り
吟
詠
の
奉

納
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岩
倉
勘
宰
氏
の
遺
作
で
あ

る
木
彫
「
獅
子
頭
」
の
奉
納
が
あ
り
、

奉
納
者
の
岩
倉
雅
美
氏
（
井
波
彫
刻

協
同
組
合
理
事
長
）
に
、
宮
司
よ
り

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

（
奉
納
曲
）

「
立
山
の
」（
昭
和
天
皇
御
製
）

「
立
山
を
望
む
」（
國
分
青
厓
）

「
新
し
き
」
葛
井
諸
会

「
初
夢
」
本
宮
三
香

　

去
る
三
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
、

寺
西
孝
志
南
砺
市
消
防
署
井
波
庄
川

出
張
所
長
以
下
関
係
者
約
二
十
名
が

参
列
し
、「
鎮
火
祭
」
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

境
内
斎
場
で
は
、
本
殿
で
熾
さ
れ

た
「
忌
火
」
を
用
い
て
着
火
し
、
岩

倉
清
孝
南
砺
市
消
防
団
井
波
方
面
団

第
五
分
団
長
以
下
団
員
が
火
具
（
水
・

砂
・
川
菜
）
で
鎮
火
し
、
一
年
間
の

火
の
災
い
が
無
い
よ
う
祈
念
い
た
し

ま
し
た
。

節
分
祭
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昨
年
は
寒
波
の
影
響
で
、
吹
雪

を
伴
う
荒
天
の
正
月
で
し
た
が
、

本
年
は
冬
型
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
も
な
く
、
比
較
的
穏
や
か
な
元

日
を
迎
え
、
三
が
日
は
約
十
九
万

三
千
人
（
昨
年
十
五
万
人
）
の
人

出
で
境
内
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

本
年
の
干
支
は
「
卯
」
で
あ

り
、「
な
で
う
さ
ぎ
」
に
は
長
い

行
列
が
出
来
、
大
勢
の
方
が
干
支

に
ち
な
む
授
与
品
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
年
も
南
砺
警
察
署
を
は
じ

め
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ

り
、
事
故
も
な
く
初
詣
期
間
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
年
末
の
十
二
月
二
十
三
日

に
は
、「
天
長
節
祭
」
に
併
せ

「
初
詣
巫
女
認
証
式
」
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年

初
詣

　

一
月
三
日
、「
福
野
糸
瓜
句
会
」（
梅
島
く
に
を
会
長
）
に
よ
る
初
詣
句

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奉
納
句
は
次
の
通
り
で
す
。

神
木
を
洩
る
る
初
日
や
さ
ざ
れ
石　
　
　
　
　
　

梅
島
く
に
を

雪
雫
し
て
百
年
の
芭
蕉
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
土　

白
羊

三
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
吉
初
み
く
じ　
　
　
　
　
　

宇
波
可
津
志

鳥
居
ま
で
初
詣
客
並
び
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

孝
純

な
で
う
さ
ぎ
撫
で
て
卯
年
の
初
詣　
　
　
　
　
　

北
川　

越
草

冬
晴
れ
や
一
村
つ
つ
む
初
神
楽　
　
　
　
　
　
　

名
村　

五
月

初
雪
を
片
へ
に
寄
せ
て
さ
ざ
れ
石　
　
　
　
　
　

波
多　

昌
子

玉
の
陽
の
木
々
に
あ
ふ
る
る
三
日
か
な　
　
　
　

長
谷　

登
世

凛
々
と
振
る
巫
女
の
初
神
鈴　
　
　
　
　
　
　
　

森
松　

和
子

老
杉
の
下
の
祠
や
淑
気
満
つ　
　
　
　
　
　
　
　

野
原
す
み
子

穏
や
か
に
明
け
ゆ
く
御
空
三
日
か
な　
　
　
　
　

高
桑　

昌
女

着
ぶ
く
れ
て
今
年
も
句
座
に
居
る
至
福　
　
　
　

森
田　

桂
子

電
子
音
初
湯
沸
き
し
と
伝
ふ
な
り　
　
　
　
　
　

山
下
し
の
ぶ

踏
み
出
せ
し
竹
刀
の
一
歩
初
稽
古　
　
　
　
　
　

窪
田　

悦
子

緋
袴
の
鈴
の
音
清
し
初
神
楽　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
春
子

姉
妹
誰
か
ら
と
な
く
初
笑　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

葉
子

金
屏
や
舞
初
扇
か
ざ
し
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
東
洋
子

鎮
も
り
し
産
土
の
杜
除
夜
詣　
　
　
　
　
　
　
　

北
川　

秀
子

福
藁
の
踏
ま
れ
し
程
の
福
重
ね　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

恵
子

薄
墨
の
筆
の
力
や
賀
状
書
く　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
利
喜
代
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陰
気
な
冬
が
去
り
再
び
陽
春
が

来
る
こ
と
を
「
一
陽
来
復
（
い
ち

よ
う
ら
い
ふ
く
）」
と
言
い
ま
す

が
、
暦
の
上
で
新
た
な
春
を
迎
え

る
時
節
、
節
分
は
日
本
人
が
特
に

大
切
に
し
、
子
供
達
が
心
躍
ら
せ

楽
し
み
に
し
て
い
る
一
日
で
も
あ

り
ま
す
。

　

本
来
節
分
は
立
春
・
立
夏
・
立

秋
・
立
冬
前
一
日
の
事
を
表
わ
し

ま
す
が
、
古
く
は
一
日
が
夜
か
ら

は
じ
ま
り
、
立
春
か
ら
新
年
が
始

ま
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
春
の
節

分
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
三
寒
四
温
（
さ
ん
か
ん
し
お

ん
）」、
季
節
の
変
わ
り
目
と
な
る

こ
の
時
節
は
、
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
不
安
定
な
時
期
で
も
あ

り
、
そ
の
隙
間
を
狙
っ
て
く
る
疫

鬼
の
災
い
が
多
い
こ
と
か
ら
、
家

庭
で
は
災
厄
を
祓
い
幸
せ
を
願
う

節
分
行
事
が
行
わ
れ
、
全
国
の
神

社
で
も
節
分
祭
が
執
り
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
節
分
祭
と
は
、
四
季
が
巡

り
年
始
め
の
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
一
年
が
平
穏
無
事
な
年
で
あ

る
よ
う
願
う
神
事
で
、
除
疫
の
民

間
行
事
に
伴
っ
て
起
っ
た
祭
事
と

し
て
、
室
町
中
期
以
後
、
各
地
の

神
社
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
以
来
、
民
間
の
豆

撒
き
の
習
俗
と
、
追
儺
（
つ
い

な
・
疫
病
や
災
難
な
ど
を
追
い
払

う
た
め
、
大
晦
日
に
宮
中
で
行
わ

れ
た
鬼
を
追
う
儀
式
）
と
が
習
合

し
、
現
在
の
節
分
の
神
事
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
神
社
で
は
昭
和
三
十
六
年
二

月
三
日
に
初
め
て
節
分
祭
（
豆
撒

き
）
が
斎
行
さ
れ
て
お
り
、
以
来

毎
年
、
氏
子
崇
敬
者
へ
大
國
様
の

御
神
徳
（
福
）
が
授
か
る
よ
う
、

厳
粛
に
節
分
祭
を
執
り
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
（
権
禰
宜　
長
谷
川
宏
幸
記
）

シ
リ
ー
ズ

⑧

「
節
分
祭
の
こ
と
」

　

去
る
一
月
二
十
三
日
、「
第
五
十

七
回
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
あ
わ

せ
、
境
内
に
於
い
て
消
防
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

氏
子
の
方
々
が
見
守
る
な
か
、
南

砺
消
防
署
井
波
庄
川
出
張
所
・
南
砺

市
消
防
団
井
波
方
面
団
指
導
の
も

と
、
参
集
殿
配
膳
室
か
ら
の
出
火
を

想
定
し
、
職
員
に
よ
る
自
衛
消
防

隊
・
髙
瀨
神
社
協
力
会
に
よ
る
初
期

消
火
・
通
報
・
避
難
誘
導
・
非
常
持

出
し
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
駐
車
場
で
は
、
氏
子
の
自
主

防
災
会
も
加
わ
り
、
消
火
器
取
扱
訓

練
が
行
わ
れ
、
参
加
者
一
同
は
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
際
に
備
え
、
真
剣

な
面
持
ち
で
訓
練
に
臨
ん
で
お
り
ま

し
た
。 防

火
避
難
訓
練

防
火
避
難
訓
練

防
火
避
難
訓
練



7 http://www.takase.or.jp/

第29号平成23年4月1日 越 中 一 宮

参
拝
日
誌
抄

参
拝
日
誌
抄

参
拝
日
誌
抄

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
〜　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
二
月
・
敬
称
略
）

「
十
二
月
」

四
日

　

福
野
地
区
共
同
企
業
体

 

（
安
全
祈
願
）十
五
名

八
日

　

平
成
二
十
三
年
初
詣
打
合
せ
会

 

（
初
詣
安
全
祈
願
祭
）

十
一
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部（
例
会
）

十
三
日

　

㈱
富
士
技
建（
安
全
祈
願
） 

十
名

二
十
三
日

　

初
詣
巫
女
認
証
奉
告
祭

「
一
月
」

一
日

　

責
任
役
員
藤
井
義
雄

　

高
瀬
区
長
長
井
利
彬

　

砺
波
市
消
防
団
庄
川
方
面
隊

　

㈱
ド
ラ
ッ
グ
フ
ジ
イ
社
長 

藤
井　

均

　

㈲
棚
田
建
設

　

㈱
美
砺
商
建

　

若
鶴
酒
造
㈱

　

砺
波
市
消
防
団
庄
下
分
団

　

㈱
オ
ー
タ
ニ

　

㈱
姫
野
精
工
所

　

南
砺
市
消
防
団
井
波
方
面
団

　

砺
波
市
消
防
団
中
野
分
団

　

㈱
五
郎
丸
屋

二
日

　

砺
波
市
消
防
団
柳
瀬
分
団

　

砺
波
市
消
防
団
太
田
分
団

　

根
尾
建
設
㈱

　

境
自
動
車
㈱
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
ザ
ム
砺
波

　

野
原
建
設
㈱

　

成
和
建
設
㈱

　

成
建
運
輸
㈱

　

高
岡
石
産
㈱

　

成
和
興
産
㈱

　

㈳
と
な
み
青
年
会
議
所

　

㈱
パ
ナ
コ
ム

　

コ
ム
コ
ム

　

㈲
タ
ケ
シ
ン

　

㈲
南
山
自
動
車
工
業

　

㈲
ア
グ
リ
お
が
わ

　

池
田
工
業
㈱

　

ダ
イ
エ
ー
商
事
㈱

　

信
栄
金
型
㈱

三
日

　

㈱
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン 
会
長 
西
田
東
作

　

㈱
越
路
ガ
ー
デ
ン

　

㈱
山
崎

　

㈱
シ
バ
タ
建
築
設
計
事
務
所

　

福
野
糸
瓜
句
会

　

福
光
運
輸
㈱

　

㈲
佐
々
木
運
輸

　

と
な
み
観
光
交
通
㈱

　

サ
ク
ラ
交
通
㈱

　

東
砺
倉
庫
㈱
富
山
営
業
所

　

南
砺
市
消
防
団
福
光
方
面
団
第
五
分
団

　

㈱
御
菓
蔵

　

北
陸
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
㈱

四
日

　

米
原
商
事
㈱

　

若
林
遺
族
会

　

川
田
工
業
㈱

　

今
井
重
機
建
設
㈱

　

砺
波
信
用
金
庫

　

㈲
才
川
造
園
土
木

　

㈲
マ
ツ
イ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

北
陸
電
気
工
事
㈱
と
な
み
野
工
事
所

　

㈱
佐
藤
渡
辺
砺
波
営
業
所

　

川
田
建
設
㈱

　

第
一
編
物
㈱

　

㈱
エ
イ
ゼ
ッ
ト

　

㈱
ア
ー
ト
ジ
ョ
イ

　

丸
一
工
業

　

㈱
環
境
総
合
テ
ク
ノ
ス
庄
川
営
業
所

　

庄
川
興
業
㈱

　

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱

　

イ
ル
カ
交
通
㈱

　

第
一
産
業
㈱

　

高
陵
タ
ク
シ
ー
㈱

　

㈱
浅
野
観
光

　
㈶
北
陸
電
気
保
安
協
会
と
な
み
野
事
務
所

　

笹
嶋
工
業
㈱

　

㈱
北
國
銀
行
砺
波
支
店

　

㈱
北
陸
銀
行
井
波
支
店

　

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女

　

戸
出
運
輸
㈱

　

東
砺
運
輸
㈱
富
山
営
業
所

　

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
福
光
支
部

　

㈱
昭
電
北
陸
支
店

　

㈲
昭
信
機
工

　

㈱
な
ぎ
さ
交
通

　

㈱
鳶
テ
ィ
ー
ツ
ー

　

た
ち
建
設
㈱

　

た
ち
建
設
運
輸
㈱

　

㈱
創
和
開
発

　

㈱
北
陸
銀
行
庄
川
支
店

　

㈱
ヰ
セ
キ
北
陸
砺
波
営
業
所

　

㈱
橋
梁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　
㈱
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
庄
川
営
業
所

　

㈱
富
山
第
一
銀
行
井
波
支
店

五
日

　

セ
ン
ダ
ン
電
子
㈱

　

㈱
藤
井
組

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ア
ス
コ
ン
㈱

　

第
一
交
易
㈱

　

第
一
交
易
㈱
安
全
互
助
会
職
友
会

　

得
能
建
設
工
業
㈱

　

㈲
拓
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

㈱
横
川
組

　

㈲
清
水
重
建

　

石
黒
自
動
車
工
業
㈱

　

吉
井
工
業
㈱

　

㈱
神
能
工
務
店

　

㈱
ジ
ャ
ス
ト
・
ド
ゥ
・
イ
ッ
ト

　

井
波
大
建
工
業
㈱

　

大
建
工
業
㈱
住
機
製
品
事
業
部

　

サ
ン
エ
ー
建
工
㈱

　

㈲
中
元
組

　

第
一
レ
ン
タ
ル
㈱

　

第
一
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
㈱

　

第
一
ト
ラ
ス
ト
㈱

　

㈲
第
一
ワ
ー
ク
ス
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松
本
建
設
㈱（
砺
波
市
）

　

梅
本
建
設
工
業
㈱

　

木
村
産
業
㈱

　

㈱
高
清
組

　
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
エ
レ
ク
ト
ロニッ
ク
デ
バ
イ
ス
ジ
ャ
パン
㈱

　

㈱
得
能
組

　

和
光
商
事
㈱

　

清
沢
造
園
㈱

　

形
川
斫
工
業

　

㈱
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

　

日
ビ
ル
商
事
㈱

　

㈱
リ
ペ
ア

　

㈱
神
下
組

　

㈱
斉
藤
組

　

笹
谷
工
業
㈱

　

丸
七
商
事
㈱

　

㈱
喜
八
食
品

　

ホ
ク
リ
ク
住
材
㈱

　

プ
チ
ド
ー
リ
ー

　

㈲
土
田
電
気

　
日
本
板
硝
子
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
北
陸
セ
ン
タ
ー

　

㈱
松
本
土
建

　

㈱
寺
田

　

ユ
ー
シ
ン
建
設
㈱

　

米
原
商
事
㈱
車
両
管
理
部

　

山
ワ
建
設
工
業
㈱

　

㈱
ビ
ッ
ク
モ
ー
タ
ー
石
崎

　

大
輝
設
備

　

日
本
通
運
㈱
砺
波
支
店

　

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱

　

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱
本
社
工
場

　
日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱
さ
さ
ら
屋
福
光
本
店

　

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱
本
店
工
場

六
日

　

㈲
森
田
電
気
商
会

　

森
田
建
設
㈱

　

㈲
窪
田
農
産

　

㈱
鶴
弥
丸
福
支
店

　

砺
波
重
機
㈱

　

タ
カ
ハ
タ
工
業
㈱

　

北
陸
電
力
㈱
と
な
み
野
営
業
所

　

北
陸
電
力
㈱
利
賀
営
業
分
所

　
㈱
北
陸
電
力
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
な
み
野
営
業
所

　

㈱
沖
田
組

　

宗
景
造
園

　

㈱
砂
土
居
造
園

　

大
和
リ
ゾ
ー
ト
㈱
砺
波
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　

㈱
富
山
ク
ボ
タ
戸
出
営
業
所

　

上
田
工
業
㈱

　

三
栄
自
動
車
工
業
㈱

　

㈲
さ
つ
き
堂

　

㈱
富
山
ク
ボ
タ
南
砺
営
業
所

　

㈱
富
山
ク
ボ
タ
高
岡
南
営
業
所

　

㈱
富
山
ク
ボ
タ
井
波
営
業
所

　

㈱
福
光
石
工

　

㈱
オ
ー
テ
ク
ト

　

東
レ
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
㈱
井
波
工
場

　

津
田
工
業
㈱
富
山
工
場

　

㈲
フ
ァ
ー
ム
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
福
光

七
日

　

市
堰
建
工
㈱

　

㈱
ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク
富
山
工
場

　

片
山
工
業
㈱

　

協
立
ア
ル
ミ
㈱

　

協
立
ア
ル
ミ
㈱
井
口
工
場

　

㈱
南
砺
工
業
所

　
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

　

千
代
田
機
電
㈱
砺
波
営
業
所

　

普
明
会
教
団
高
岡
支
部

八
日

　

日
枝
神
社　

宮
司 

平
尾
旨
明

　

富
山
県
神
社
庁　

録
事 

松
尾　

樹

　

飯
田
石
材
㈱

十
日

　

辻
建
設
㈱
南
砺
支
店

　
辻
建
設
㈱
災
害
防
止
対
策
協
会
南
砺
支
部

　

高
瀬
青
友
会

　

中
山
工
業
㈱

　

高
桑
工
業

十
一
日

　

射
水
神
社　

宮
司 

松
本
正
昭

十
二
日

　

陸
上
自
衛
隊
富
山
駐
屯
地

　

㈱
高
桑
工
務
店

　

㈱
高
桑
工
務
店
桑
栄
会

十
三
日

　

富
山
県
神
社
庁
長　

尾
崎
定
輝

　

富
山
縣
護
国
神
社　

宮
司 

栂
野
守
雄

十
四
日

　

雄
山
神
社
前
立
社
壇　

宮
司 

佐
伯　

勉

十
五
日

　

南
砺
市
遺
族
会
井
波
支
部

十
六
日

　

高
宝
会

　

瀬
謡
会

　

立
正
佼
成
会
高
岡
教
会

　

三
五
教
富
山
主
会

　

大
誉
研
磨
㈱

十
八
日

　

石
黒
建
設
㈱
北
陸
支
社

　

富
山
石
黒
会

　

石
畠
㈱

　

越
中
井
波
八
乙
女
風
神
太
皷

二
十
二
日

　

福
光
急
便
㈱

　

福
光
産
業
㈱

二
十
三
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部（
新
年
例
会
）

「
二
月
」

一
日

　

富
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合
南
砺
支
部

五
日

　

熱
実
山

八
日

　

コ
マ
ツ
N
T
C
㈱

　

㈱
デ
ィ
エ
ス
ケ
イ

　

ト
ヤ
マ
機
工
㈱

十
三
日

　

宇
夫
階
神
社

 

宮
司 

宮
本
守
也 

以
下
三
十
七
名

二
十
日

　

神
社
庁
砺
波
支
部（
例
会
）

※
一
月
一
〜
三
日
の
初
詣
団
体
参
拝

に
つ
き
ま
し
て
は
予
約
参
拝
を
さ

れ
ま
し
た
方
を
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
尚
、
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
社
務
所
ま
で
お
申
し

付
け
下
さ
い
。
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「
大
祓
」
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
を
半
年

に
一
度
祓
い
落
と
し
て
元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く
半

年
も
健
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
願
う
神
事
で
す
。

　

拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
が
奏
上
さ
れ
、
各
人
が
「
人
形
」
に

罪
穢
を
移
し
、
特
に
「
夏
越
の
大
祓
」
は
前
庭
に
設
け
ら
れ
た

「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
、
心
身
を
清
浄
に
も
ど
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る
た
め
の
大
切
な
神
事
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
列
下
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
と
人
形
を
送
付
い
た
し
て
お
り
ま

　

す
の
で
、
社
務
所
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

日
時　

六
月
三
十
日（
木
）
午
後
三
時
よ
り

「
平
成
二
十
三
年 

夏
越
の
大
祓
」の
御
案
内

「
平
成
二
十
三
年 

夏
越
の
大
祓
」の
御
案
内

お　

な　

ま　

え

生

年

月

日
な　
ご
し　
　
お
お
は
ら
え

ひ
と
が
た

　

去
る
三
月
七
日
、
讃
岐
国
一
宮
田

村
神
社
（
香
川
県
高
松
市
鎮
座
、
池

田
博
文
宮
司
）
に
お
き
ま
し
て
、「
全

国
一
の
宮
会
（
会
長
飯
田
清
春
真
清

田
神
社
宮
司
）
役
員
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

正
式
参
拝
に
つ
づ
き
、
飯
田
会
長

が
議
長
と
な
り
予
算
決
算
・
二
十
三

年
度
事
業
計
画
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
本
年
は
阿
波
国
一
宮
大
麻
比

古
神
社
（
金
倉
文
雄
宮
司
）
に
於
い

て
、「
平
成
二
十
三
年
度
総
会
」
が

九
月
五
日
〜
六
日
の
日
程
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
井
波
地
域
中
核
農
業
士
協

議
会
（
松
井
俊
明
会
長
）
に
よ
り
、

「
髙
瀨
神
社
献
穀
田
」
を
ご
奉
仕
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
の
奉
耕
者
は
岩
崎
修
氏
に
決

定
し
、
南
砺
市
岩
屋
の
水
田
で
耕
作

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
る
三
月
二
十
五
日
に
種
籾
の
清

祓
式
が
行
わ
れ
、
豊
作
を
祈
念
し
ま

し
た
。

　

五
月
二
十
一
日
に
「
御
田
植
祭
」

九
月
中
旬
に
「
抜
穂
祭
」
が
斎
行
さ

れ
、
収
穫
さ
れ
た
初
穂
は
十
一
月
二

十
三
日
の
「
新
嘗
祭
」
で
御
神
前
に

お
供
え
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
十
月
十
七
日
に
は
、
伊
勢
の

神
宮
で
の
「
神
嘗
祭
」
に
「
懸
税
」

と
し
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

（
本
年
奉
耕
者
）　　

　

岩
崎　

修 

氏 

　
　
　
　
　
　

  

南
砺
市
岩
屋
在
住

全
国
一
の
宮
会
の
こ
と

役
員
会
開
催

献
穀
田
の
こ
と

献
穀
田
の
こ
と
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古
く
な
っ
た
日
本
人
形
や
ぬ
い
ぐ

る
み
に
感
謝
し
、お
わ
か
れ
す
る「
人

形
感
謝
祭
」
を
本
年
も
斎
行
い
た
し

ま
す
。

・
日
時　

七
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
よ
り

・
受
付　

午
前
九
時
よ
り
十
時
ま
で

　
　
　
　

※
当
日
の
み
受
付

・
初
穂
料　

社
務
所
へ
お
た
ず
ね
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

　

祭
典
に
あ
わ
せ
、「
第
十
一
回
人

形
展
」
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

○
「
金
一
封
」

　

東
京
都
港
区
六
本
木

　
　

富
士
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

　
　
　
　

中
島　

康
晃
殿

　

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日

○
「
ひ
な
人
形
」

　

南
砺
市
山
下

　
　

南
部　
　

栄
殿

　

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

○
「
ひ
な
人
形
」

　

砺
波
市
太
田

　
　

宮
脇　

正
秀
殿

　

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

○
木
彫
刻
「
獅
子
頭
」

　

南
砺
市
本
町

　
　

岩
倉　

雅
美
殿

　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
七
日

○
「
液
晶
テ
レ
ビ
」

　

南
砺
市
蓑
谷

　
　

杉
本
絵
里
香
殿

　

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

　

巫　

女　
　

杉
本
絵
里
香

　
　

願
い
に
よ
り
巫
女
を
免
ず
る

（
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
付
）

　

見
習
巫
女　

今
井
映
里
奈

　
　

見
習
い
巫
女
を
命
ず
る

（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
付
）

ご
案
内

第
十
二
回

第
十
二
回 

人
形
感
謝
祭

人
形
感
謝
祭

第
十
二
回

第
十
二
回 

人
形
感
謝
祭

人
形
感
謝
祭

第
十
二
回 

人
形
感
謝
祭

腹
帯
の
お
祓
い
を
行
い
ま
す
の
で

ご
持
参
下
さ
い
。

四
月
一
日
・
十
三
日
・
二
十
五
日

五
月
七
日
・
十
九
日
・
三
十
一
日

六
月
十
二
日
・
二
十
四
日

戌
の
日（
安
産
祈
願
）

戌
の
日（
安
産
祈
願
）

奉　

納

奉　

納

奉　

納

奉　

納

奉　

納

辞　

令

辞　

令

辞　

令

辞　

令

辞　

令

い
ぬ

【
表
紙
写
真
】

　

御
神
山
「
牛
嶽
」
と
桜
並
木

編
集
後
記

　

こ
の
冬
は
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ

れ
、
御
社
殿
を
は
じ
め
建
物
な
ど
の
被
害

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
よ
う
や
く
雪
解
け

し
た
と
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
大
地
震
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
自
然
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
号
に
玉
井
紀
一
氏
よ
り
寄
稿
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
深
謝

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

衷
心
よ
り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
、

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

当
神
社
で
は
、
毎
日
の
復
興
祈

願
祭
や
義
捐
金
活
動
等
を
通
じ
て

出
来
る
限
り
の
支
援
を
進
め
て
ま

い
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

宮
司　

藤
井　

秀
弘
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わく
　わ
く

うき
　う
き

越中一宮 髙瀨神社がお届けする越中 宮 髙瀨神社がお届けする越中 宮 髙瀨神社がお届けする

「一」んだふるDay's「「一」んだふるDay's」んだふるDay's
ブライダルフェア＆相談会のご案内ブライダルフェア＆相談会のご案内

ご婚礼　結納　お祝い包装

田 島 の し 店
田島真由美

〒939-1368　富山県砺波市本町7－14
 Tel & Fax　0763－32－2520

6月5月
 S M T W T F S
 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30 31

4月
 S M T W T F S
      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30

 S M T W T F S
    1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30

一の宮フェア（神前式リハーサル体験会）
　　①13時～　②14時～　③15時～

「和」かわいいフェア
10時～17時

神前式説明・会場見学・
演出体験・見積相談　　
5/3㈫・4㈬・5㈭

先輩カップルの結婚式＆披露宴会場見学会

「和」んだふるフェア
10時～17時

神前式説明・会場見学・
演出体験・見積相談・　
ドレス試着など　　　　

6/18㈯・19㈰

平日ご婚礼相談会　10時～16時

4/9㈯・17㈰・23㈯・29㈮・30㈯
5/14㈯・22㈰・28㈯・29㈰　　6/4㈯・5㈰

要予約要予約

4/1㈮・11㈪・21㈭　　5/1㈰・11㈬・21㈯・31㈫
6/1㈬・11㈯・21㈫

要予約要予約

平日ご婚礼相談

ドレス試着など　　　　
6/18㈯・19㈰約約約約約約約約約

24 28 25 26 27 29

「和」かわいいフェア
10時～17時

神前式説明・会場見学・
演出体験・見積相談　　
5/3㈫・㈫ 44㈬・㈬ 5㈭

わ ん
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「
人
生
儀
礼
」
と
は
、
人
が
こ
の

世
に
生
ま
れ
、
一
生
の
間
に
行
う
神

事
儀
式
の
事
で
す
。
人
の
一
生
に
は

様
々
な
節
目
が
あ
り
、
神
様
に
こ
れ

ま
で
の
成
長
を
感
謝
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
決
意
と
飛
躍
に
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
様
も
、
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ

た
人
生
儀
礼
を
大
切
に
し
、
感
謝
の

心
を
持
っ
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

・
安
産
祈
願　

犬
の
安
産
に
あ
や
か

り
、
妊
娠
五
ヶ
月
目
の
戌
の
日
に

お
参
り
し
、
母
体
の
安
全
と
無
事

な
出
産
を
祈
り
ま
す
。

・
出
産
、
お
七
夜
祝
い　

誕
生
七
日

目
に
名
前
を
つ
け
、
命
名
書
を
神

棚
に
供
え
神
様
に
奉
告
し
ま
す
。

・
初
宮
参
り　

赤
ち
ゃ
ん
が
神
社
に

初
め
て
お
参
り
し
て
、
無
事
な
誕

生
を
感
謝
し
、
健
や
か
な
成
長
を

祈
り
ま
す
。

・
お
食
初
め　

生
後
百
日
頃
に
行

い
、
健
康
長
寿
を
祈
願
し
ま
す
。

・
初
節
句　

女
児
三
月
三
日
（
桃
の

節
句
）、
男
児
五
月
五
日
（
端
午

の
節
句
）、
幸
せ
に
健
康
で
あ
る

よ
う
祈
り
ま
す
。

・
七
五
三
詣　

三
歳
の
男
女
（
髪
置

き
）、
五
歳
の
男
児
（
袴
着
）、
七

歳
の
女
児
（
帯
解
き
）

・
入
学
卒
業
の
祝
い　

感
謝
の
お
参

り
を
し
、
学
業
成
就
を
祈
り
ま

す
。

・
髪
上
祝
（
女
子
十
三
歳
）

・
元
服
祝
（
男
子
十
五
歳
）

・
結
婚
式
、
結
婚
記
念
日

・
厄
除
（
厄
祓
）　

男
性
二
十
五
、

四
十
二
、
六
十
一
歳
、
女
性
十

九
、
三
十
三
、
三
十
七
歳
は
、
身

体
的
、
肉
体
的
に
転
換
期
と
い
わ

れ
、
こ
の
年
と
そ
の
前
後
（
前

厄
・
後
厄
）
に
は
災
厄
を
除
け
る

厄
除
（
厄
祓
）
を
し
ま
す
。

・
身
祝
（
賀
の
祝
）　

還
暦
（
六
十

一
歳
）、
古
希
（
七
十
歳
）、
喜
寿

（
七
十
七
歳
）、
傘
寿
（
八
十
歳
）、

半
寿
（
八
十
一
歳
）、
米
寿
（
八

十
八
歳
）、
卒
寿
（
九
十
歳
）、
白

寿
（
九
十
九
歳
）、
上
寿
（
百
歳
）

な
ど
の
節
目
に
は
、
神
社
に
お
参

り
し
、
一
家
揃
っ
て
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
す
。

　

ご
祈
祷
に
際
し
ま
し
て
、
ご
神
前

に
相
応
し
い
服
装
で
お
参
り
下
さ
い
。

発
行
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平
成
二
十
三
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四
月
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発
行
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越
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髙
瀨
神
社
社
務
所

編
集
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印
刷
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牧
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刷
株
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社
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九
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五
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富
山
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砺
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九
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Ｔ
Ｅ
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〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

人
生
儀
礼
・
ご
祈
祷
の
御
案
内

人
生
儀
礼
・
ご
祈
祷
の
御
案
内

人
生
儀
礼
・
ご
祈
祷
の
御
案
内

人
生
儀
礼
・
ご
祈
祷
の
御
案
内

人
生
儀
礼
・
ご
祈
祷
の
御
案
内

　

来
る
六
月
十
三
日
か
ら
二
十
九

日
（
予
定
）
ま
で
の
期
間
、
拝
殿

に
お
き
ま
し
て
床
改
修
工
事
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
間
、
ご
祈

祷
は
本
殿
隣
の
功
霊
殿
に
て
ご
奉

仕
い
た
し
ま
す
。
ご
参
拝
の
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
何
卒
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

拝
殿
床
改
修
工
事
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ




